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【実施日・メニュー】
 7月21日（金）～8月25日（金）の月曜日から金曜日までの計22日間。※土曜日、日曜日、お盆（8/11～8/16）は除く
 〇第1週目 放課後子ども教室+放課後児童クラブとの連携（日替わりで各放課後児童クラブの児童と交流）
 〇第2週目 放課後子ども教室+BG塾（プール遊び、着衣泳などの学習、海洋性レクリエーションを体験）
 〇第3週目 放課後子ども教室+エキサイトウィーク（ニュースポーツやタグラクビー）
 〇第4週目 放課後子ども教室+チャレンジ教室（七宝焼き、室内プラネタリウム、水のボードゲーム）
 〇第5週目 放課後子ども教室+放課後児童クラブとの連携（日替わりで各放課後児童クラブの児童と交流）
 ＜その他の連携＞
 古河市総和おもしろ科学の会（出前科学実験・工作教室）、環境・水循環課（eco紙芝居）、
 北陸電力（わくわくエネルギー教室）、主任児童委員（おたのしみ会）、ヤクルト（腸活学習）
 

【１日スケジュール】                                                                【定員】
 AM  8:00～AM  9:00   受け入れ開始（AM9 :00 までは自由時間）
 AM  9:00～AM10:00   カリキュラム開始（学習時間）
 AM10:00～PM  0:00   個別カリキュラム（午前の部）
 PM  0:00～PM  0:45   昼食（休憩）
 PM  0:45～PM  1:00   そうじ（テーブル、廊下）
 PM  1:00～PM  3:00   個別カリキュラム（午後の部）         
 PM  3:00～PM  3:15   そうじ（テーブル、廊下）                                 
 PM  3:15～PM  5:00   自由時間（見守り）                                        【参加者負担金】
 PM  5:0 0～PM 6:00   お迎え対応
  ※PM4:00以降のお迎えは可とする

【参加要件】            
                            【申込方法】

                                

①乾側、小山、上庄、富田、阪谷地区に住む小学生の
うち、夏季休業中において保育を必要とする児童
②原則、全てのカリキュラムに参加できる児童

４０名※ 定員を超える場合、保育の必要性の度合いを考慮
（選考基準）①父母の就労等の状況
      ②同居祖父母の有無又は就労等の状況
      ③同居祖父母の年齢（70歳超、65歳超）
定員を超えた児童は、西部児童センターで保育

オンライン申請（県電子申請を利用）

参加者負担金6,600 円（１日当たり300円）
※別途カリキュラム材料費が掛かる場合あり
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